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新宿・歌舞伎町の訪日外国人観光客 200 名に聞いた「和牛」に関する意識調査 

和牛に求めるのは「品質」と「食体験」であることが明らかに 

株式会社 TST エンタテイメント 

 

株式会社 TST エンタテイメント（東京都新宿区、代表取締役社長：都甲義教）が運営する訪日外国

人観光客の“リアルな声”を対話形式で引き出すインバウンド調査サービス『youknowme（読み：ユノミ）』

は、訪日外国人観光客 208 名を対象に、東急歌舞伎町タワー（東京都新宿区）にてアンケートを実施し、

「訪日外国人観光客の和牛に関する意識調査」を行いました。 

今回の調査では、訪日外国人の 72.1％が日本滞在中の和牛レストラン利用に意欲を示し、和牛には「最

高品質のブランド牛」というイメージが定着していることが明らかになりました。また、食べてみたい和牛料理の種

類としては「ステーキ」が過半数を占め、店舗選びでは「肉の品質・グレード」が最も重視されるなど、訪日外国

人の和牛消費行動の実態が見えてきました。 

 

〈トピックス〉 

1. 訪日外国人の 7 割超が和牛レストラン利用意向。和牛は「日本に来たら食べたい体験」として定着 

2. 和牛は「最高品質のブランド牛」、最も体験したい料理はステーキが過半数 

3. 店選びの決め手は「品質」、認知経路は Google Maps が過半数 

 

※公開データの引用・転載の際は、『youknowme 調べ』と明記いただきますようお願い申し上げます。 

※本リリースに記載の会社名、製品名、サービス名等は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

 



調査内容：訪日外国人観光客の「和牛」に対する意識調査 

調査日時：2026 年 5 月 27 日〜30 日 ／ 2026 年 7 月 1 日〜15 日 

調査場所：東急歌舞伎町タワー 2 階・3 階 

対象者：訪日外国人観光客 

調査形式：調査員によるアンケートをベースとした聞き取り調査 

回答者数：208 件 

※回答率(％)は小数点第 2 位を四捨五入し、小数点第 1 位までを表示しているため、合計数値は必ずしも

100％とはならない場合があります。 

 

〈回答者の基本属性〉 

 

図１：出身国 

図２：年齢 

 

 

 

■調査概要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３：性別 

 

図４：来日回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1. 訪日外国人の 7 割超が和牛レストラン利用意向。 
和牛は「日本に来たら食べたい体験」として定着 

 

日本で和牛レストランに行く予定を問う設問では、72.1％が「はい」と回答しました。訪日外国人にとって和

牛は、寿司やラーメンと並ぶ日本旅行中の代表的な食体験のひとつとして認識されていることがうかがえます。 

 

図５：和牛レストランの訪問予定 

 

さらに、「日本で和牛を食べたい理由」を尋ねたところ、「美味しそうだから」が 43.3％で最も高く、次いで「特別

な体験に感じるから」が 18.3％、「日本食文化を体験したいから」が 16.8％となりました。 

 

図６：和牛を食べたい理由 

 

価格や話題性よりも、「和牛そのものへの期待」や「日本ならではの体験価値」が来店動機となっている点が特

徴的です。旅行者にとって和牛は単なる食事ではなく、旅先でしか味わえない特別な体験として位置づけられて

いることが分かります。 

 

 

 



2. 和牛は「最高品質のブランド牛」。最も体験したい料理はステーキが過半数 

 

図７：和牛に持つイメージ 

 

和牛に対するイメージについて尋ねたところ、「最高品質のブランド牛（神戸牛など）」との回答が 46.6％で

最多となりました。続いて「日本の牛肉」が 34.6％となり、多くの訪日外国人が和牛を高品質なブランド食材と

して認識していることがわかりました。  

また、「最も興味のある和牛体験」を聞いたところ、「ステーキ」が 50.5％と過半数を占める結果となりました。

焼肉（18.8％）や鉄板焼き（18.3％）を大きく上回り、パフォーマンスよりも和牛本来の味や肉質をダイレ

クトに楽しめる食べ方を求めていることがうかがえます。  

 

図８：最も興味のある和牛体験 

 

これらの結果から、和牛は海外旅行者にとって「高品質で特別な日本ブランド」であり、その価値を最も感じ

やすいメニューとしてステーキが選ばれていると言えます。 

 

 

 

 

 

 



3. 店選びの決め手は「品質」。認知経路は Google Maps が過半数 

 

図９：和牛店を選ぶ際に最も重視するポイント 

 

和牛店を選ぶ際に最も重視する項目について尋ねたところ、「肉の品質・グレード（A5 など）」が 46.2％で

トップとなりました。価格（17.8％）、店の雰囲気（16.3％）、レビュー（13.9％）を大きく上回る結果と

なっています。  

 

図 10：和牛店を選ぶ際に次重視するポイント 

 

また、「次に重視すること」では価格が 31.7％で最も高く、肉の品質・グレード（28.4％）が続きました。まず

品質を確認し、そのうえで価格とのバランスを見極めるという消費行動がうかがえます。  

 

さらに、和牛レストランを知った経路については、「Google Maps」が 51.9％で最多となりました。SNS

（23.1％）、Tabelog（14.9％）を大きく上回っており、訪日外国人にとって Google Maps が主要な店

舗検索ツールとなっていることが明らかになりました。  



 

図 11：和牛店を探す際に利用しているツール 

 

口コミサイトや SNS も一定の影響力を持つ一方で、実際の来店検討段階では Google Maps 上の店舗情

報やレビューが重要な役割を果たしていると考えられます。特に訪日外国人向けの集客においては、品質訴求

とあわせてデジタル上での店舗情報整備が重要であることが示唆される結果となりました。 

 

 

本調査では、訪日外国人の多くが和牛を「最高品質のブランド牛」と認識し、日本滞在中の体験価値として

高い期待を寄せている実態が明らかになりました。和牛はすでに日本食の一ジャンルを超え、日本を代表するプ

レミアムコンテンツとして国際的な認知を獲得しつつあると言えるでしょう。 

一方で、訪日外国人が求めているのは単なる食事機会ではなく、「本物の和牛を味わう体験」です。調査結

果からは、価格や演出以上に「品質そのもの」が重視されている傾向が見られ、今後のインバウンド市場におい

ては、和牛の価値をいかに分かりやすく伝え、納得感のある体験として提供できるかが重要になると考えられま

す。  

店舗認知の中心が Google Maps となっていることから、インバウンド集客においては店舗での体験価値と

同様に、その価値を旅行者が発見・比較・判断できる環境整備が重要になっています。今後は高品質な和牛

の提供に加え、ブランドストーリーや品質情報の発信、口コミ・写真などを含めたデジタル上での情報接点の強

化が、海外旅行者から選ばれる店舗づくりの鍵になると言えます。 

 

■youknowme コメント 


